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　恒
例
「
元
気
ま
つ
り
守
山
」

（
区
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主

催
）
が
あ
す
二
十
九
日
（
日
）

午
前
十
時
―
午
後
三
時
、
三
菱

電
機
グ
ラ
ウ
ン
ド
＝
小
幡
中
二

＝
で
開
催
さ
れ
る
。
小
雨
決

行
、
内
容
変
更
の
場
合
あ
り
。

　ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
タ
イ
ガ
シ
ョ

ー
、
地
元
学
生
・
生
徒
に
よ
る

チ
ア
ダ
ン
ス
や
吹
奏
楽
、
大
道

芸
と
い
っ
た
ス
テ
ー
ジ
は
、
こ

と
し
も
多
彩
。
ジ
ャ
ズ
演
奏
の

「
森
谷
ワ
カ

　カ
ル
テ
ッ
ト

　

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

　ｇ
ｌ
ｉ
ｔ
ｚ

ｙ
」
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の

「
Ｂ
Ｓ
Ｊ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も

来
場
し
て
盛
り
上
げ
る
。

　ま
た
、
か
わ
い
い
動
物
た
ち

と
触
れ
合
え
る
「
ふ
れ
あ
い
動

物
園
」
（
中
日
新
聞
守
山
販
売

店
連
合
会
・
協
賛
特
別
企
画
）

が
オ
ー
プ
ン
。
子
ど
も
た
ち
に

人
気
の
ふ
わ
ふ
わ
や
ス
ポ
ー
ツ

コ
ー
ナ
ー
ほ
か
、
模
擬
店
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
朝
市
・
青

空
市
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

催
し
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　主
催
者
は
「
会
場
に
駐
車
場

は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。
開
催
有
無
の
確

認
は
当
日
の
午
前
八
時
以
降
、

名
古
屋
お
し
え
て
ダ
イ
ヤ
ル
＝

☎
０
５
２
（
９
５
３
）
７
５
８

４
＝
へ
。

舞
台
に
、
出
会
っ
た
少
年
と
少

女
、
そ
し
て
二
人
が
見
つ
け
た

も
の
と
は
…
物
語
は
時
代
と
空

間
を
超
え
て
進
ん
で
い
く
。

　演
出
は
川
村
ミ
チ
ル
さ
ん
、

脚
本
は
牛
嶋
宏
樹
さ
ん
ほ
か
。

柴
田
容
子
さ
ん
（
歌
）
や
ボ
グ

リ
坊
主
さ
ん
（
ギ
タ
ー
＆
歌
）

ら
守
山
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
多
数
出
演
。
本
公
演
の
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
ん

で
き
た
四
十
二
人
も
登
場
し
、

歌
や
芝
居
を
披
露
す
る
。

　二
十
六
日
＝
午
後
六
時
、
二

十
七
日
＝
午
前
十
一
時
と
午
後

三
時
（
い
ず
れ
も
開
演
時
間
）

の
三
回
公
演
。
「
予
測
し
き
れ

な
い
面
白
さ
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
て
い
る
舞
台
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
見
逃
し
な
く
」
と
総
合
制
作

の
白
樺
八
青
さ
ん
。

　チ
ケ
ッ
ト
は
一
般
二
千
五
百

円
、
子
ど
も
（
着
席
し
て
静
か

に
観
劇
で
き
る
子
ど
も
か
ら
中

学
生
ま
で
）
千
円
。
託
児
（
十

月
十
八
日
ま
で
に
予
約
要
）
あ

り
、
一
人
五
百
円
。
チ
ケ
ッ
ト

申
し
込
み
・
託
児
予
約
は
メ
ー

ル
＝moriyamabunka20@gma

il.com

＝
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
＝

０
５
２
（
７
９
８
）
１
４
１
４

（
コ
ス
モ
ア
ル
テ
）
＝
へ
。
チ

ケ
ッ
ト
は
守
山
文
化
小
劇
場
で

も
取
り
扱
っ
て
い
る
。

　問
い
合
わ
せ
は
白
樺
さ
ん
＝

携
帯
０
９
０
―
４
２
５
７
―
９

１
９
２
＝
へ
。

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　同
演
劇
の
招
待
券
（
二
十
七

日
・
午
前
十
一
時
開
演
分
）
を

本
紙
読
者
三
組
六
人
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
う
た
芝
居
」
プ
レ

ゼ
ン
ト
係
へ
。

　締
め
切
り
は
十
月
二
日

（
水
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
当
選
者
へ
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

次
号
は

月

日(

金
曜)

に
発
行
し
ま
す

　︻
歴
史
︼
一
九
六
八
（
昭

和
四
十
三
）
年
、
守
山
・
小

幡
両
学
区
北
部
の
分
離
統
合

に
よ
り
白
沢
小
が
新
設
・
開

校
。
二
〇
一
七
（
平
成
二
十

九
）
年
に
創
立
五
十
周
年
を

迎
え
、
現
在
は
約
五
百
五
十

人
の
児
童
が
通
っ
て
い
る
。

　︻
特
色
︼
「
児
童
会
や
行

事
・
部
活
動
な
ど
で
、
子
ど

も
、
教
職
員
と
も
自
主
的

に
、
生
き
生
き
と
活
動
し
て

い
る
」
と
高
津
裕
彦
校
長
。

　学
区
の
人
も
学
校
運
営
に

熱
心
に
携
わ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

母
親
有
志
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
チ
ー
ム
☆
マ
マ
ト
シ
ョ
」

が
本
の
補
修
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
始
業
前
「
朝
の
読
書

タ
イ
ム
」
に
児
童
た
ち
に
読

み
聞
か
せ
し
て
い
る
。

　ま
た
空
調
設
備
が
設
置
さ

れ
る
前
、
花
壇
が
広
か
っ
た

当
時
は
「
フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ラ

ボ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
（
Ｆ
Ｂ

Ｃ
）
」
の
常
連
校
で
、
数
多

く
受
賞
し
た
と
の
こ
と
。

　︻
取
り
組
み
︼
本
年
度
は

「
﹃
人
間
性
豊
か
な
白
沢
の

子
の
育
成
﹄
～
輝
く
瞳
、
輝

く
笑
顔
、
輝
く
命
～
」
が
学

校
教
育
目
標
。
進
ん
で
学
ん

で
自
分
の
考
え
を
深
め
る
な

ど
「
深
く
考
え
る
子
」
、
思

い
や
り
や
感
謝
の
心
を
持
つ

な
ど
「
あ
た
た
か
み
の
あ
る

子
」
、
粘
り
強
く
や
り
通
し

て
自
他
の
命
を
大
切
に
す
る

な
ど
「
が
ん
ば
り
の
き
く
子
」

を
目
指
し
た
指
導
と
取
り
組

み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　︻
校
長
先
生
か
ら
白
沢
小

の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
︼
一
人
一
人
の
思
い
を
大

切
に
、
一
人
一
人
の
力
を
発

揮
で
き
る
〝
み
ん
な
の
学
校
〟

を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
白
沢
小
学
生


白
沢
小
学
校

�

白
沢
町
二
三
三

　輝く瞳、輝く笑顔、輝く命

おすすめ本も分かりやすく―「チーム☆マ

マトショ」により飾り付けられた図書室

　守
山
を
舞
台
に
―
。
う
た
芝

居
「
海
の
ひ
か
り

　森
の
か
げ

～
幾
千
年
の
と
き
を
超
え
～
」

が
十
月
二
十
六
日
（
土
）
・
二

十
七
日
（
日
）
、
守
山
文
化
小

劇
場
＝
小
幡
南
一
＝
で
上
演
さ

れ
る
。

　芸
術
文
化
の
発
信
な
ど
を
続

け
て
い
る
「
守
山
の
文
化
を
考

え
る
会
」
と
、
守
山
文
化
小
劇

場
が
主
催
す
る
同
劇
場
開
館
二

十
周
年
の
記
念
企
画
。
守
山
を

来
月

・

日

　守
山
文
化
小
劇
場

う
た
芝
居「
海
の
ひ
か
り

　森
の
か
げ

　
　
　
　
　～
幾
千
年
の
と
き
を
超
え
～
」

稽古に励む演劇ワークショップ参加者ら

こ
と
し
も
多
彩「
元
気
ま
つ
り
守
山
」

�

あ
す

　三
菱
電
機
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

多
く
の
来
場
者
で
毎
回
に
ぎ
わ
う

「
元
気
ま
つ
り
守
山
」

　守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
を

ご
愛
読
く
だ
さ
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　誠
に
勝
手
な
が
ら
、
十
月

か
ら
本
紙
の
発
行
を
月
一
回

（
第
三
金
曜
日
）
に
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　た
だ
し
、
お
届
け
す
る
情

報
が
減
ら
な
い
よ
う
紙
面
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
段
階
的
に

進
め
、
ま
た
明
る
く
・
役
に

立
つ
話
題
の
発
信
を
心
掛
け

て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

本
紙
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　◇
令
和
元
年
度
守
山
区
ミ
ニ

テ
ニ
ス
大
会
（
八
月
三
十
一

日
、
志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

競
技
場
）
＝
中
日
新
聞
守
山
販

売
店
連
合
会
後
援

　▽
混
合
の
部

　①
〈
ふ
れ
ん

ど
〉
高
木
龍
馬
、
古
川
真
帆
②

〈
コ
ス
モ
ス
〉
田
島
誠
治
、
寺

尾
珠
美
③
〈
ド
ゥ
リ
ー
ム
〉
岡

田
公
民
、
杉
山
か
つ
子

　▽
女
子
の
部

　①
〈
大
森
〉

小
澤
恵
子
、
寺
尾
晴
美
②
〈
大

森
〉
久
貝
美
佐
子
、
岡
田
豊
子

③
〈
大
森
北
〉
川
﨑
ふ
さ
代
、

寺
尾
直
美

　▽
子
ど
も
の
部

　①
〈
大

森
〉
西
村
大
地
、
阿
部
恵
大
②

〈
二
城
〉
山
口
瑠
心
、
黒
川
愛

梨
③
〈
下
志
段
味
〉
三
村
倫

央
、
簗
瀬
結
月�

（
敬
称
略
）

子
ど
も
の
部
・
上
位
入
賞
の
皆
さ
ん

混合の部・上位入賞の皆さん

女
子
の
部
・
上
位
入
賞
の
皆
さ
ん

　ご
縁
に
感
謝
―
。
森
孝
一
在

住
の
林
口
香
代
子
さ
ん
八
二
が

こ
の
ほ
ど
、
自
身
で
作
詞
し
た

歌
の
作
品
集
「
空
の
向
こ
う
の

そ
の
又
遠
く
へ
」
の
楽
譜
と
Ｃ

Ｄ
を
出
版
し
た
。

　作
詞
の
き
っ
か
け
は
、
六
十

四
歳
の
時
に
ピ
ア
ノ
を
習
い
始

め
た
こ
と
か
ら
。
発
表
会
で
披

露
す
る
歌
の
歌
詞
を
覚
え
て
い

る
最
中
、
幼
い
頃
の
光
景
と
ま

つ
わ
る
詩
が
思
い
浮
か
ん
だ
と

い
う
。
最
初
の
作
品
「
母
さ
ん

と
」
を
六
十
七
歳
で
書
い
た
。

　「
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
、
出
版

し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

い
た
」
と
当
時
を
振
り
返
っ
た

林
口
さ
ん
。
七

十
歳
か
ら
同
人

誌
へ
作
品
を
寄

せ
始
め
た
が
、

そ
の
四
年
後
に

脳
梗
塞
を
患

い
、
ピ
ア
ノ
を

弾
く
こ
と
も
詩

を
書
く
こ
と
も

で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　八
十
歳
を
過

ぎ
、
病
か
ら
回

復
し
た
林
口
さ

ん
の
志
は
変
わ

っ
て
お
ら
ず
、
再
び
ピ
ア
ノ
を

始
め
た
。
同
じ
頃
、
以
前
に
演

奏
会
へ
出
掛
け
た
こ
と
が
縁
と

な
っ
て
、
バ
リ
ト
ン
歌
手
の
能

勢
健
司
さ
ん
に
会
う
機
会
が
で

き
た
。
長
年
の
思
い
を
理
解
し

て
も
ら
う
な
ど
、
出
版
へ
向
け

て
大
き
く
動
き
だ
し
た
。

　一
昨
年
の
四
月
、
書
き
た
め

て
い
た
八
つ
の
詩
か
ら
思
い
入

れ
の
強
い
五
つ
を
選
び
、
能
勢

さ
ん
に
楽
譜
と
Ｃ
Ｄ
の
監
修
を

依
頼
。
作
曲
は
作
曲
家
の
中
村

あ
さ
み
さ
ん
が
担
当
し
、
昨
年

一
月
に
曲
が
出
来
上
が
っ
た
。

ま
た
、
能
勢
さ
ん
が
金
城
学
院

大
学
文
学
部
音
楽
芸
術
学
科
の

准
教
授
も
務
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
Ｃ
Ｄ
の
収
録
に
は
同
大
卒

業
生
二
人
が
協
力
し
た
。

　こ
と
し
七
月
に
は
出
版
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
を
中
区
の
名
古
屋

観
光
ホ
テ
ル
で
催
し
、
約
七
十

人
の
関
係
者
が
出
席
。
能
勢
さ

ん
ら
の
演
奏
に
よ
る
作
品
披
露

ほ
か
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
パ

ー
テ
ィ
ー
の
会
費
な
ど
を
社
会

福
祉
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と

考
え
、
中
日
新
聞
社
会
事
業
団

を
訪
ね
て
全
額
寄
託
し
た
。

　思
い
が
か
な
っ
た
林
口
さ
ん

は
「
十
五
年
か
か
っ
た
。
夢
み

た
い
。
い
ろ
い
ろ
な
ご
縁
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
。

「
ま
た
詩
を
書
き
た
い
」
と
も

話
し
、
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

　
　
　◇

　
　
　
　◇

　同
作
品
集
の
楽
譜
と
Ｃ
Ｄ
を

セ
ッ
ト
に
し
て
本
紙
読
者
四
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
お
届
け
の
中

日
新
聞
販
売
店
名
を
明
記
し

て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０
７
、

松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ス
「
作
品
集
」
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
へ
。

　締
め
切
り
は
十
月
二
日

（
水
）
必
着
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
当
選
者
へ
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。

森
孝
一
の
林
口
香
代
子
さ
ん
が
作
品
集
を
出
版

楽
譜
と
Ｃ
Ｄ「
空
の
向
こ
う
の
そ
の
又
遠
く
へ
」

出版記念パーティーではピアノ演

奏も披露した林口さん（中央）

　六
十
一
回
目
の
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
」
（
中

日
新
聞
社
な
ど
後
援
）
が
、
先
月
十
七
日
か
ら

二
十
五
日
を
中
心
に
市
内
各
所
で
開
催
さ
れ
、

区
対
抗
の
部
で
守
山
区
が
三
位
に
輝
い
た
。

　同
大
会
は
区
対
抗
の
ほ
か
、
一
般
・
高
等
学

校
・
中
学
生
・
小
学
生
・
マ
ス
タ
ー
ズ
の
六
部

門
で
実
施
。
区
対
抗
の
部
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
や

卓
球
と
い
っ
た
九
つ
の
競
技
・
十
二
種
目
を
対

象
に
し
て
行
わ
れ
、
各
競
技
種
目
で
の
順
位
得

点
な
ど
を
合
計
し
た
点
数
で
競
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
区
対
抗
の
部
が
設
け
ら
れ
た
の
は
一

九
八
一
年
（
第
二
十
三
回
）
の
大
会
か
ら
。
守

山
区
は
こ
れ
ま
で
一
九
九
一
年
と
二
〇
一
二
年

に
三
位
、
二
〇
一
四
年
に
二
位
と
い
っ
た
成
績

を
収
め
て
い
る
。

　こ
と
し
は
卓
球
男
子
が
優
勝
と
大
活
躍
し
た

ほ
か
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
そ

れ
ぞ
れ
三
位
に
入
賞
し
、
区
対
抗
の
部
（
総
合

順
位
）
で
三
位
と
な
っ
た
。

　競
技
会
場
で
も

声
援
を
送
っ
た
信

田
直
己
守
山
区
長

は
「
大
変
暑
い

中
、
選
手
の
皆
さ

ん
に
頑
張
っ
て
い

た
だ
い
て
三
位
入

賞
で
き
た
こ
と
を

と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
」
と
笑

顔
。
ま
た
「
来
年

は
守
山
区
初
の
総

合
優
勝
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て

い
た
。

守山区選抜・卓球男子の

選手らが大活躍（手前） グラウンド・ゴルフの守山区チームの皆さん


